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他施設共同研究から
日本におけるNational Clinical Databaseへ

2登録件数は現在10万件を超え，約300のユニットが参加している



各国のデータベースに登録された
procedureの内訳

Japan
prevalence
2005-06
(n=21243)

EuroSCORE
prevalence

1995
(n=19030)

STS 
prevalence
1998-99

(n=188192)

Isolated CABG surgery 34.3% 63.6% 81.2%

Other than isolated 
CABG  

66.7% 36.4%  18.8%

Surgery on thoracic 
aorta  

22.0% 2.4% 0.9%  
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欧州，米国は10年前のデータ
であることに注意が必要



National databaseとして
日本の現状を発信する意義

 米国に比して全体的に症例数が少ない日本の，良好な治
療成績に対する驚きを示し，

 日本の取り組みから米国が学ぶことの意義についても解
説しています．
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データ入力項目の構成
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19のカテゴリから構成される


